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平成２９年度第１回新居浜市地域包括支援センター運営協議会 議事録 

 

 

１ 開催日時  平成２９年７月１３日（木）１４：００～１５：３０ 

 

２ 開催場所  市役所３階 応接会議室 

 

３ 出 席 者   

委 員：浅井委員、沖委員、岸委員、定岡委員、神野委員、西原委員、土岐委員、宮内委

員、山内（富）委員、山内（保）委員、山本委員（１１名） 

事務局：地域包括支援センター 所長・古川、副所長・伊藤、係長・佐々木、係長・越智、

介護福祉課課長・木俵 

 

４ 会議内容 

（１）地域包括支援センター運営協議会 

    ① 平成２８年度事業実施報告について 

    ② 平成２９年度事業の進捗状況について 

（２）認知症初期集中支援チーム検討委員会 

（３）健康長寿体制整備事業 第１層協議体 

（４）その他 

 

５ 傍聴者  ０人 

    

６ 議事録 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

定刻となりましたので、ただいまから、平成２９年度第１回新居浜市地域包括支援

センター運営協議会を開催いたします。 

委員の皆様には、お忙しい中、ご出席いただき、お礼申し上げます。 

今年度は委員改選の年にあたりますので、現在の委員での開催も本日の会の後１回

か２回だと思いますが、残りの期間、最後までよろしくお願いいたします。 

それでは、会議に先立ちまして、今年度の事務局の職員の自己紹介をお願いします。 

  

（職員から自己紹介） 

 

ありがとうございました。 

 

次に、議事に入ります前に、本日の進行につきまして確認をいたします。お手元の

一枚目、会次第をご確認ください。本日は、初めに「地域包括支援センター運営協議

会」で各報告・審議を行います。次に「認知症初期集中支援チーム検討委員会」、そ

して「健康長寿体制整備事業 第１層協議体」と、三つの会を順に行い、１５時３０
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会 長 

 

 

 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

分には終了したいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

        

それでは、委員の出席状況を確認いたします。 

本日の会議は、委員数１４名に対し、現在出席の委員さんは１１名ですので、新居浜

市地域包括支援センター運営協議会設置要綱第６条の会議の成立要件であります過

半数以上の出席を満たしておりますことを確認いたします。 

それでは、ただいまから議事に入りますが、委員の皆様の忌憚のない活発なご意見

をお願いいたします。 

 

まず、議題の（１）「平成２８年度の地域包括支援センター事業報告について」事

務局から報告をお願いします。 

 

（事務局報告） 

 

ありがとうございました。ただいまの「平成２８年度の地域包括支援センター事業

報告」について、ご意見ご質問はございませんか。 

 

※意見質問なし 

 

それでは、次に、議題の（２）「平成２９年度事業の進捗状況」に移ります。事務

局は説明をお願いします。 

 

（事務局説明） 

 

ありがとうございました。ただいまの「平成２９年度事業の進捗状況」について、

ご意見ご質問はございませんか。 

 

ブランチ連絡会のところに、三者交流会のケアカフェ形式と書いてありますが、ケ

アカフェ形式とはどんな内容ですか。 

 

今のところ参加者が約１２０名いますので、２０の班に分かれ、１グル－プ５～６

名で、「包括、ブランチって何」というテ－マで、そのグル－プで話し合ってもらい

ます。そこで、５～６名で交流するということで、お互い顔見知りになり、それを１

５～２０分討論し、それが終わったら１人を残して席替えをします。６人いるとした

ら、１人がそのテ－ブルに残り、他の５名はそれぞれ別のテ－ブルに行ってもらいま

す。残った１人が、一回目で話した内容を次新しく来た人に、こんな話をしましたと

伝えて、またそこからその話についていろいろ議論します。それを４回か５回繰り返

したら、だいたい２０数名の人とその会で知り合いになって、今後の仕事もやりやす

くなるし、交流できるということで、顔見知りになるということが狙いです。今回は、
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包括、ブランチ、ケアマネですが、いろんな業種の方が集まって全国的にそういった

ケアカフェというのをやってまして、それを今回この交流会で取り入れてみようと考

えています。 

 

権利擁護業務のところですが、今年度で社会福祉協議会が権利擁護の担当の方に参

加すると書いていますが、新居浜市内には、権利擁護を扱う法人が他にもあろうかと

思います。社協のみが入っているのは何か理由がありますか。 

 

福祉サ－ビス利用援助事業をどうしていくかというところの部分で入っていただ

いています。この担当者会自体は、一般的な状況の相互の情報共有としておりまして、

そこから個々のケ－スに対してどうしていくかというところは、個別の校区担当が入

って、別途進めていますので、個別相談案件とまでなっていない情報の共有というと

ころで、問題がない範囲でこの場で入っていただいています。 

 

一番下の⑤のところの愛媛県在宅介護支援センタ－、これは愛媛県在宅介護研修セ

ンタ－ではないでしょうか。 

 

研修センタ－の間違いです。訂正をお願いします。 

 

シルバ－ボランティアについてですが、在宅でボランティアをお願いする時の方

法、スム－ズにいくためにどんな風にしているのか教えてください。 

 

ケアマネを通じて話をいただいて、ご本人さんの話もこちらの方でコ－ディネ－タ

－を中心に聞かせていただいて、在宅のボランティアをしていいという人のメニュ－

をこちらが持っていますので、適するボランティアさんに連絡させていただいて、条

件を伝えた中でマッチングさせていただくということをしています。その時に、ケア

マネに家の様子であるとか、本人の状態とか、また、ボランティアさんだけで行って

いただくように最終的にはなりますので、そのあたりのやり取りができるかというこ

とを聞かせていただいて、調整させていただいています。 

 

地域ケア会議に関して、２９年度から少し強化していると思いますが、自立支援型

の個別ケア会議を開催する場合に、構成メンバーの問題があるかと思いますが、どの

ようにお考えでしょうか。 

 

ケアマネジメント型の方だと思いますが、今、助言指導者という形で入っていただ

いているのが、理学療法士、管理栄養士、健康長寿コ－ディネ－タ－、薬剤師、包括

の職員としては、保健師、主任介護支援専門員、社会福祉士という形で構成していま

す。去年から構成メンバ－はほとんど同じですが、最近の課題としては、内容によっ

ては、事業者が入った方がいいとか、訪問看護師が入った方がいいとかというところ
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会 長 

もありますので、そのあたりのメンバ－については、ご指摘があったように検討課題

ではあるかと思っています。 

 

新しい取り組みなので、期待をしている部分がたくさんありますが、今出している

方法等で出ているものからどのようにアレンジするかとか、それから、協力者なのか

チ－ムとして一緒に問題を考えるのかというのは、随分違うので、単に団体が協力す

る形ではなく、本当の意味での地域づくりにつながっていくようになればと思いまし

た。私が協力者という言葉、あまり好きじゃなくて、ネットワ－クとかチ－ムとして

一緒に入ってもらわないと、単なるその時の助言で終わってしまうということで、も

ったいないと、ぜひ活用していけるのではないかと思いました。お客様ではなく、仲

間であるというようになっていくと思って期待しています。 

 

国の方は、だいたい一件につき２０分位の検討でということですが、今までの実感

で言うと、アセスメントの部分をどれだけ共有できるかによって、助言が変わってく

るかと思います。今まで助言となると、本人に対する助言がメインになってきて、本

人を通じて、地域はどうあったらいいとか、家族はどうあったらいいとか、そういう

ところにまで派生した助言を通じて一緒に考える空気ができてくるといいのですが、

それには、アセスメントをどれだけ共有できるかというのが大事になってきますが、

国が言っているような２０分でそこまでを共有するとなったら、相当資料の点も工夫

しないといけないと思っています。今までは、資料は事前配布していませんでしたが、

６月からは事前配布をして、様子をみているところです。また、そのあたりのことで

ご助言いただけたらと思っています。 

 

個人情報に関わることから、事前に資料がなかなか出せないという市町の声もあり

ますが、関係団体の方々がたくさん同じ土俵で語れるための研修会を開いたり、団体

と地域ケア会議の主催者である地域包括支援センタ－の力量との温度差を少しずつ

縮めていかないと、本当に実のあるものにしていくためのジレンマみたいなものがで

てくるのではないかと思ったものですから、またがんばっていただきたいと思いま

す。 

 

総合事業のところの介護予防サービス計画、介護予防ケアマネジメントが始まって

４ヶ月くらいですが、特に苦情が出たりとかしていませんか。 

 

特に報告しないといけないような混乱とか苦情はありません。給付事務に関して、

コ－ドを取り間違えるとか，その関係の修正で翌月払いに延びてしまうという段取り

はあったかと思います。包括単位ですので、１回１回ではなくて、従来通りの１月ま

るめていくらなので、スム－ズにできたほうではないかと思います。 

 

それではこれをもちまして、「地域包括支援センター運営協議会」の議事は終了と
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いたします。ではこれからは「認知症初期集中支援チーム検討委員会」に移ります。

事務局は報告と説明をお願いします。 

 

（事務局説明） 

 

ありがとうございました。ただいまの「認知症初期集中支援チーム」に関する報告

について、ご意見ご質問はございませんか。 

 

ケアマネ－ジャ－が関わっている人の場合は、チームにつながっていると思うが、

ケアマネ－ジャ－が関わっていない場合、つながっていくような広報については、ど

のようにしてますか。 

 

民生委員、ブランチ、また、地域ケアネットで関係機関へ周知を行っています。 

 

 

非常にきめ細かく対処されている様子がよくわかりました。１例出されているこう

いった事例ですが、ケアマネ－ジャ－に委託し、認定されてサ－ビスを利用した後、

包括支援センタ－等がフォロ－という意味で、例えば、認知症の方は単にデイに行っ

たり、それだけでなく、家の中での家族との葛藤とかいろんな支援が必要になると思

いますが、その辺のル－ルみたいなものはケアマネ－ジャ－との間で何かできている

ものはありますか。 

 

この方につきましては、最初の試行的な段階ですので、包括としても毎月訪問に行

って、チ－ムとしての支援は終了したけれども、その後は包括として継続支援を行う

という形で、月１回の訪問を行っています。元々訪問に行った時に、本人から、女性

よりも男性の方がいいとの話があり、包括の校区担当職員が男性だったことから、そ

の後はモニタリングも含めて包括で継続支援しています。 

 

では続いて「健康長寿体制整備事業 第１層協議体」に移ります。事務局は報告と

説明をお願いします。 

 

（事務局説明） 

 

ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、ご意見ご質問はございま

せんか。 

 

社会資源③、④について、すごくいいですが、紙媒体じゃなくて、ネットか何かで

見ることができたら、これを手にすることができない市民でも見ることができるし、

市外の人も見ることができるということで、ぜひネットで見ることができるように考
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 事務局 

 

 

 

 

えてもらいたいです。特にどこがいいかというと、利用料金が入っているところがあ

りますが、特養とか、関わっている家族から言わすと、一体いくらお金かかるのかと

いうことが最初に気になっているみたいなので、そういうのがきちんと出ているの

で、本当にこれは市民にとってもいい情報だと思いますので、より積極的にＰＲして

もらえたらと思います。 

 

今のところ、情報も更新されるものでありますので、ＰＤＦにしてホ－ムペ－ジに

掲載するように、今準備を進めているところです。 

 

今の資料の④のサ高住とか有料とか、普段あまり出ていないものがこういうふうに

出て、みなさんの目にふれるのはとても珍しいというか、いいなと思いました。非常

に高額だったり、サ－ビスの質が違っていたりするので、表に出ることで施設自身が

質を高めるための努力をしてくれるような気がします。そういう意味で、介護保険施

設は、結構資料化しているところが多いですが、ボランタリ－なものとか営利目的で

あまり内容を公開していないところの資料を作ったことが、情報としての意味だけで

はなくて、施設資源の質を上げるという意味でも価値があるかと思って、また丁寧に

見せてもらいたいと思っています。 

それから、さわやか福祉財団は、いろんなところで話をされていて、とにかく行政

主導ではなく、住民主導というふうに、まわられる方はいつもおっしゃっていますが、

新居浜は多分それが大丈夫なところかなという、ある意味発言力があったり、積極性

はもちろん住民の方々にあると思いますが、地域によってとか集落によっては、待っ

ていたら、ずっと落ち込んでいってしまうというところは、途中で見極めながら時々

後ろから刺激を出さないと出来ないところとの差が大きくなるので、私もまわってこ

られる方の話を何ヶ所かで聞きましたが、どういうふうにアレンジするかを自分たち

でまた議論する必要があるのかなと思いました。都会の高齢者あるいは地域の住民の

場合と、私たちの身近な農山村とかでは、また違いがあるので、そこは関わり方をみ

ながら、手が挙がらないところは放っておくのではなくて、丁寧に刺激をしていくと

いう二本立てでいったら、さらにいいかなと思いました。それは私の意見に過ぎない

ですが。新居浜はきっと結構発言力のある方が市民の中にいますので、大丈夫だと思

いながら。がんばってください。 

 

ほかに無いようでしたら、以上で第１層協議体を修了します。 

 最後に、（４）「その他」として、事務局から何か報告等ありますか。 

 

次回の日程 

９月２１日（木）１４：００～ 

議題・在宅医療介護連携 

・ブランチ参入 

・有資格者確保の方策 
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会 長 

・７期計画長期目標 

 

ありがとうございました。それでは、予定しておりました議題はすべて終了いたし

ましたが、最後に何かご意見等はございませんか。 

無いようですので、以上といたします。 

本日は、長時間にわたりまして、熱心にご協議いただきましてありがとうございま

した。これをもちまして、本日の会議を終了いたします。 

 

 


